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宣言

わたしたちが大切にしていること

わたしたちは相模大野を2030年までに、

相模大野に関わる若者が、起業を目指しチャレンジで
きる環境を整え、その情報発信により、多種多様な業
種が集まり、需要が増える事により空きテナントゼロ
の魅力と活気ある街にします。

市民が地元企業や団体と連携して取り組む「ビジネス」
を通して、品格があり、活気あふれる街をつくります。



この宣言が実現されたときに見られる光景

①学生や若者がアイデアを活かし、未来に向けた新
たなチャレンジがし易くなります。

②相模大野に関わりを持つ若者たちの起業に向けた
夢を実現できます。



この宣言が実現されたときに見られる光景

③空きテナント等を利用し起業した「場所」に多様
な世代が集い、ビジネスの種になる会話・交流が生
まれます。
⇒ノウハウやアドバイスが集まります。

⇒例えば、起業によりオープンした店舗のテラス席
にみんながあつまり、交流が生まれます。



この宣言が実現されたときに見られる光景

④国内有数の視察の聖地になり、訪れる人が絶えま
せん。視察により人流が活発化し儲かります。
⇒ノウハウを発信する街になる。



実現までのロードマップ

相模大野駅周辺エリアに対して、市民、利用
者（学生、地元で働く人、他）が感じている
ニーズや困りごと、問題点を把握

ニーズや困りごとや問題点をビジネス視点
で深堀、整理して課題としてまとめる。

タスク1

タスク2



実現までのロードマップ

2030年 目標達成！

課題を解決する方策を「ビジネスの種」と定
義し、広くビジネスアイデアを募集する。

賛同する仲間（協賛者）をパートナーとして獲
得する。具体的には地元のビルオーナーらにイ
ンセンティブを用意し、理解情勢を図る。

タスク3

タスク4



はじめの一歩

活かしたい相模大野の資源

◎地域とゆかりのある企業

（小田急電鉄グループ、野村不動産グループ、横浜岡田屋、神奈中
など）

◎相模大野駅を中心に都心やリゾート地へのアクセスが良い

◎適度な広さの回遊性ある4商店街や中央公園・グリンホール

◎多様な大学
（相模女子大学、北里大学、女子美術大学など）
（⇒人材が多様）

企業・銀行・個人に向けて投資を誘発するよう
な取り組みを働きかける。



はじめの一歩

仲間に加えたい組織、団体

さがまちコンソーシアム

企業・銀行・個人に向けて投資を誘発するよう
な取り組みを働きかける。

地銀（浜銀、きらぼし）
不動産所有者や管理者
地元企業
商工会議所
4商店街

弁護士会、司法書士会
不動産業
宅建協会
建築士事務所協会
会計事務所



はじめの一歩

資金の集め方

企業・銀行・個人に向けて投資を誘発するよう
な取り組みを働きかける。

助成金
協賛金
借入

クラウドファンディング



グループ内での役割分担

会計担当：金銭の管理

オーナー営業担当：ビルオーナーなど場所提供者対応

企業か営業担当：大学・企業などへの起業家の発掘

広報担当：相模大野の情報発信

総合業務担当：総務課的な運営のまとめ

事務担当：資料作成等


